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　1927年創立の芝浦工業大学は、建学の精神である「社
会に学び社会に貢献する技術者の育成」のもと、戦中・戦
後の混乱期から日本の理工学教育を先導し、数多の優秀な
技術者を輩出してきました。常に変化し続ける社会と向き
合い、技術によって未来を担う人を創る教育は、産業界か
らも高く評価されています。
　創立100周年を迎える2027年にアジアの工科系大学
トップ10に入ることを目標に掲げ、大学改革に取り組ん
でいます。24年度の工学部の課程制への移行に続き、25
年度にはデザイン工学部が3コース制へとリニューアル。
26年度にはシステム理工学部の課程制移行も予定されて
おり、その歩みを進めています。

１
０
０
周
年
に
向
け
た
大
学
改
革
を
推
進
。

社
会
や
地
域
に
学
び
、
世
界
に
貢
献
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人
材
を
育
成
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次
な
る
１
０
０
年
に
向
け
、

新
た
に
３
つ
の
学
部
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

芝
浦
工
業
大
学
は
、
創
立
者
で
あ
る
有

元
史
郎
が
１
９
２
７
年
５
月
に
開
い
た

「
東
京
高
等
工
商
学
校
」
を
前
身
と
し
て

い
ま
す
。
有
元
が
自
身
の
論
文
「
非
科
学

的
教
育
の
提
唱
」
に
記
し
た
「
特
色
あ
る

専
門
教
育
を
施
し
以
っ
て
実
社
会
に
貢
献

せ
ん
と
す
る
」
と
い
う
〝
実
学
主
義
〟
の

宣
言
は
、
建
学
の
精
神
「
社
会
に
学
び
、

社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

開
学
か
ら
約
１
世
紀
、
２
０
２
７
年
に

迎
え
る
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
24
年

度
に
は
工
学
部
が
従
来
の
学
科
制
か
ら
課

程
制
へ
移
行
。
９
学
科
１
コ
ー
ス
を
６
課

程
９
コ
ー
ス
に
再
編
し
、
分
野
横
断
型
の

学
び
を
促
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
と
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
続
い
て
25
年
度
に
は
、

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
が
コ
ー
ス
制
へ
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
２
つ
の
系
を
拡
充
・
再
編
し
、

「
社
会
情
報
シ
ス
テ
ム
」「
Ｕ
Ｘ
」「
プ
ロ
ダ

ク
ト
」
の
３
コ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
26
年
度
に
は
、
シ
ス
テ
ム
理

工
学
部
が
課
程
制
へ
と
移
行
。
現
状
の
５

専
攻
型
」、
留
学
を
前
提
に
し
た
「
主
専

攻
（
国
際
）
型
」、
教
職
課
程
を
組
み
込

ん
だ
「
副
専
攻
（
教
職
）
型
」
な
ど
、
学

生
と
教
員
が
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
を
自
由
に
行

き
来
す
る
こ
と
で
化
学
反
応
が
起
こ
り
、

従
来
の
学
科
制
で
は
難
し
か
っ
た
個
性
あ

る
自
由
度
の
高
い
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
改
組
の
も
う
一
つ
の

柱
が
「
学
際
科
目
」
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
、
シ
ス
テ
ム
工
学
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
科
目
群
か

ら
な
り
、
専
門
科
目
を
広
げ
る
知
識
と
方

法
を
身
に
つ
け
、
自
身
の
学
び
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
起
点
を
つ
く
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
26
年
春
に
は
大
宮
キ
ャ
ン
パ

ス
に
新
校
舎
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
体
育

館
な
ど
の
ほ
か
、「
思
考
す
る
・
着
想
」

「
か
た
ち
に
す
る
・
試
作
」「
対
話
す
る
・

議
論
」「
表
現
す
る
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
４
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
る
ラ
ー
ニ

ン
グ
コ
モ
ン
ズ
も
設
置
。『
迷
う
か
ら
、

遠
く
に
行
け
る
ん
だ
。』
と
い
う
今
回
の

学
部
改
組
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ふ
さ

わ
し
い
新
た
な
学
び
の
場
が
始
動
し
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
と

グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人
材
育
成
に
注
力

　

２
０
２
３
年
２
月
に
シ
ス
テ
ム
理
工
学

部
の
磐
田
朋
子
教
授
が
初
の
女
性
副
学
長

学
科
６
コ
ー
ス
を
５
課
程
11
コ
ー
ス
に
再

編
し
ま
す
。

確
か
な
専
門
性
と
、
分
野
を
越
え
た

学
び
の
融
合
が
新
た
な
社
会
を
創
る

　

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
は
１
９
９
１
年
の

開
設
（
当
時
は
シ
ス
テ
ム
工
学
部
）
以
来
、

い
ち
早
く
「
シ
ス
テ
ム
思
考
」
を
重
視
し

た
分
野
横
断
型
の
学
修
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
中
、
技
術
革
新
が
劇
的
に

進
む
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
、
26
年
４
月
に
既
存
の
５
学
科
を
「
情

報
」「
機
械
・
電
気
」「
建
築
・
環
境
」「
生

命
科
学
」「
数
理
科
学
」
の
５
課
程
11
コ
ー

ス
に
再
編
（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。
専
門

性
と
横
断
性
を
両
立
し
た
教
育
・
研
究
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
中
で
、「
ス

ポ
ー
ツ
工
学
コ
ー
ス
  （1）

」
と
い
う
新
分
野

に
も
進
出
し
ま
す
。

　

各
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
専
門

科
目
を
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
し
て
体
系
化

し
ま
す
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
、「
〇
〇
が

で
き
る
人
材
に
な
る
」
と
い
う
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
ま
と
め

た
科
目
群
の
こ
と
。
た
と
え
ば
、
建
築

コ
ー
ス
の
学
生
が
「
健
康
や
福
祉
に
関
連

し
た
建
物
に
関
わ
る
技
術
者
に
な
り
た

い
」
と
考
え
た
と
き
に
、
自
コ
ー
ス
の
建

築
学
を
学
ぶ
の
と
並
行
し
て
、
人
々
の
健

康
増
進
の
視
点
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
工
学

コ
ー
ス
」
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
選
択
す
る
、

と
い
う
学
び
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
自
ら
の
志
向
や
希
望
に

応
じ
た
学
修
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。
こ

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
専
門
性
の
強
い

「
主
専
攻
型
」、
分
野
横
断
性
の
あ
る
「
副

（1） �システム理工学部生命科学課程 
スポーツ工学コース

　システム理工学部生命科学課程では、現行の
生命科学科から引き継ぐ「生命科学コース」「医
工学コース」に加え、新たに健康な人のさらな
る健康を追求する「スポーツ工学コース」を開
設する。スポーツ工学で人々の可能性を拓き、
健康寿命をデザインすることを目指す。少子高
齢化を背景に人々の医療・福祉への関心が高ま
る中、QOL（Quality of Life）向上とウェルビー
イングの実現を目指し、ヒトの心身機能を発展・
拡張させるための手法を創出し活用することで、
人々の健康増進に貢献できる人材を養成する。

（2） 女子高校生対象サマー・インターンシップ
　女子生徒が研究室に配属され、担当教員や大
学生、大学院生とともにテーマ設定から研究、
発表まで行う。25年は８校から94人が参加した。

（3） 理工系女子特別入学者選抜
　理工学分野に強い関心と学ぶ意欲を持ち、高
校時代の数学と理科の成績、英語資格が一定以
上の女子生徒が出願できる。工学部の先進国際
課程を除く全学部・コースで実施され、募集枠
は全学で124人。

（4） 理工系女性技術者支援奨学金
　「理工系女子特別入学者選抜」による入学者
全員と、一般入学者選抜で成績優秀な女子入学
者（100人以上）を対象に入学金相当額（28万
円）が支給される。

（5） 国際プログラム
　入学後に申請し、審議を経て国際プログラム
生として認められる。１セメスター以上の海外
留学が必須で、卒業に必要な単位の４分の１以
上を英語開講科目で取得し、卒業研究を英語で
行う。

（6） 先進国際課程
　授業はすべて英語で開講され、入学時から指
導教員と異なる専門分野から集結した多国籍の
アドバイザー教員の指導のもと、最先端の研究
に取り組む。研究成果は卒業までに１回以上、
国際会議で発表することを目指している。

■ 朝日に輝く奨学金
　一都六県以外の出身で、一般入学者選抜にお
いて優秀な成績を収めた入学者に、1人あたり
年間110万円を最大4年間給付する。
　優秀な人材が経済的理由により首都圏への進
学を諦めることなく、実質国立大学並みの授業
料負担で学修できるよう、本奨学金制度を整備
するに至った。

に
就
任
し
た
芝
浦
工
業
大
学
。
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
27
年
度
に
目
標
を
設
定
し
た

「
女
子
学
生
比
率
30
％
」
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。
25
年
度

の
入
学
者
に
占
め
る
女
子
学
生
比
率
（
学

部
生
）
は
27
・
８
％
で
前
年
か
ら
１
・
２

ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
な
ど
、
確
実
に
そ
の

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
理
工
系
女
子
を
取
り
巻
く
環
境

を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

そ
の
分
母
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
女
子
学
生
の
比
率
を
増
や

し
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
卒
業
生
を
輩

出
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
同
大

で
は
、「
女
子
向
け
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
の
開
催
や
、
女
子
高
校
生
向
け

サ
イ
ト
「
Ｓ
Ｗ
ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
」
で
の
発
信
、

研
究
室
体
験
が
で
き
る
「
女
子
高
生
対
象

サ
マ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
  （2）

」
な
ど
、

理
工
系
分
野
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
試
で
は
「
理
工
系
女
子
特
別
入

学
者
選
抜
  （3）

」
を
実
施
し
、
22
年
度
に
導

入
さ
れ
た
「
理
工
系
女
性
技
術
者
支
援
奨

学
金
  （4）

」
と
合
わ
せ
て
、
女
子
の
進
路
選

択
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
も
芝
浦
工
業
大
学
の
特
長

で
す
。
全
世
界
約
50
カ
国
の
国
と
地
域
か

ら
２
０
０
校
を
超
え
る
海
外
提
携
大
学
と

交
流
し
て
お
り
、
多
く
の
学
生
が
留
学
し
、

ま
た
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
協
定
校
に
赴
い
て
、
あ
る
い

は
協
定
校
か
ら
学
生
を
招
い
て
、
専
門
分

野
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
み
、
英
語
で
議
論
し
な
が
ら

課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ

Ｂ
Ｌ
」
は
全
学
で
展
開
し
て
お
り
、
年
間

80
本
も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
17
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム
理
工

学
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
国
際
プ
ロ
グ

ラ
ム
  （5）

」
や
、
20
年
度
か
ら
工
学
部
に
設

置
さ
れ
た
「
先
進
国
際
課
程
  （6）

」
な
ど
学

部
独
自
の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人
材
育
成
に
向
け
た
教

育
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
「
就
職
力
」

学
生
満
足
度
も
過
去
最
高
に

　

芝
浦
工
業
大
学
は
、
就
職
力
の
強
さ
で

も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
誇
り
ま

す
。
今
年
７
月
に
大
学
通
信
が
公
表
し
た

『
有
名
企
業
４
０
０
社
実
就
職
率
ラ
ン
キ

ン
グ
』
で
も
41
・
２
％
と
、
卒
業
生
数

１
０
０
０
人
以
上
の
私
立
大
学
で
３
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
。
学
部
生
・
大
学
院
生
問
わ

ず
、
就
職
率
は
例
年
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
達

成
。
と
り
わ
け
、
理
工
系
分
野
に
お
け
る

女
性
人
材
の
活
躍
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、

女
子
学
生
の
就
職
率
は
前
年
度
に
学
部
卒

で
１
０
０
％
を
達
成
し
た
の
に
続
き
、
今

春
は
大
学
院
卒
（
修
士
課
程
）
を
含
め

１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
実
績
を
支
え
る
の
が
充
実
し

た
キ
ャ
リ
ア
支
援
で
す
。
入
学
時
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
で
の
社
会
人
基
礎
力
診

断
に
よ
る
「
自
身
の
強
み
・
弱
み
の
把

握
」
か
ら
始
ま
り
、
年
間
１
０
０
件
を
超

え
る
就
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
求
人
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
各

企
業
の
採
用
実
績
、
先
輩
た
ち
の
選
考
体

験
談
な
ど
を
集
約
し
た
独
自
の
就
活
支
援

シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
、
常
駐
す
る
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
に
よ
り
、

学
生
の
進
路
満
足
度
は
90
・
７
％
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
体
制
満
足
度
も
91
・
２
％
と
過

去
最
高
の
満
足
度
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

2026年度からシステム理工学部は課程制に移行

芝浦工業大学

075 卓越する大学 芝浦工業大学 074

多様な視点からイノベーション創出を目指す 2026年完成予定の新校舎

現５学科 ５課程11コースへ

情報課程

機械・電気課程

建築・環境課程

生命科学課程

数理科学課程

電子情報システム学科

IoTコース

機械・電気コース

数理科学コース

ソフトウェアコース

メディアコース

データサイエンスコース

環境システム学科

機械制御システム学科

建築コース

環境・都市コース

生命科学コース

医工学コース

スポーツ工学コース

生命科学科

数理科学科


